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1．現場状況



設計開始時点の現場状況 8

1．現場状況

工事中断後の仮締切矢板は、波打ちしている状態

波打ちが確認される

流向

流向



2．課題と対応



工事中断中の特殊な現場条件（1/2） 10

2．課題と対応

①再度の矢板傾倒の防止 …埋め戻した砕石等を撤去せずに施工すること
②海苔養殖やアサリ生育環境への配慮 …水質変化や汚濁を極力発生させないこと
③流下能力のネック地点 …護岸を前出ししないこと
④橋梁や住家が近接 …低変位、低振動、低騒音で施工すること
⑤迫る工事発注の工程 …追加の地質調査は実施しないこと（※）

※追加地質調査が実施できない背景（地質業者さんへのヒアリング）

・サンプリングが困難である（三軸強度試験ができない）。
・代替方法として、SWSやポータブルコーン試験による一軸圧縮強さの把握が考えられる。
・しかしAc0層は、地表面から4～5m深い位置にあるため、強固な埋め戻し砕石を
掘削しなければならない（ロッドをそのまま貫入できない）。

・掘削にはバックホウを用いることになるが、矢板傾倒後に埋め戻した砕石を取り除くことは
危険である。

・ターゲットのAc0層の層厚は2mであり、バックホウ掘削時に土が混合される可能性がある
（すでに混合されている可能性もある（R5工事のほか、近接橋梁工事の影響の可能性））。

課題１：本現場特有の条件①～⑤への対応が必要



工事中断中の特殊な現場条件（2/2） 11

2．課題と対応

・矢板は塑性化した可能性があり、剛性は期待できない
・一方、止水機能や侵食防止機能は機能すると考えらえる。
⇒不足する剛性のみを補うよう、一定の離隔を設けて
矢板の背面に鋼管を回転圧入し、新たな壁体を構築

対応策１：矢板と鋼管による組合せ壁体の構築（コンビジャイロ工法の採用）

流向
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2．課題と対応

課題２：仮設時と本設時で反転する荷重方向への対応が必要

【現在】 【将来：整備計画対応】 【将来：基本方針対応】
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2．課題と対応

対応策２：溶接プレートによる矢板と鋼管の頭部連結

溶接プレートの配置

合わせて基礎地盤や河床高も安全側となるように配慮

矢板と鋼管を一体挙動させ、双方の
荷重方向に対して安定する構造とした
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2．課題と対応

課題３：笠コンクリート施工に対する不確実性への対応が必要

【不確実性１】

・矢板が波打っているため、鋼管の施工位置によっては
地中で鋼矢板と鋼管が干渉する可能性がある

【不確実性２】

・既往設計では、仮締切矢板の頭部（H=2.75m）の
切断後に、笠コンクリートを汐待施工にて
現場打ちする計画であった。

・一方、切断後の矢板の高さはT.P.-1.00mに対して
朔望平均干潮位はT.P.-1.38mであることから、
汐待施工が可能な作業時間はわずかであることが
考えられる。

流向
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2．課題と対応

対応策３：残留変位の確認と反映、笠コンクリート構造の工夫

【工夫２】
・鋼矢板に溶接する配筋には、
矢板の傾倒状況に合わせた
調整代として重ね継手部を設ける

【工夫３】
・法覆工施工前に天端保護工の
主構造を完成させ、汐待施工の
工種を限りなく低減

【工夫４】
・鋼管の切断面を露出させないためt=100mmの
コンクリートを仕上げとして施工する。

・ひび割れ防止対策に、溶接金網を設置して
コンクリートを施工し、簡易な工種とした。

▼朔望平均管潮位 T.P.-1.38m ▼朔望平均管潮位 T.P.-1.38m

【工夫１】
・矢板頭部の残留変位を確認し、図面に反映
・上記を基に、鋼管の配置位置や溶接プレートの大きさを決定
※施工直前に再確認することを申し送りや図面注記に記載



3．妥当性確認とまとめ



チェック①：コスト 17

3．妥当性確認とまとめ

３案比較により、採用工法は最も適用性が高く、安価であることを確認
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3．妥当性確認とまとめ

ジャイロパイラーの施工性についてメーカーヒアを実施しながら施工計画

流向



チェック③：変位量 19

3．妥当性確認とまとめ

修正後の構造について、施工段階ごとの変位量が許容値以内となることを確認

【仮締切時の計算】 【仮締切時のFEMによる変位量推定】



まとめ 20

3．妥当性確認とまとめ

・施工済の矢板に期待できる機能に着目し、傾倒を経験した矢板の背面に先端リングビット付き鋼管杭を
回転圧入施工し、両部材による組合せ壁体を構築することで、護岸を撤去・再設置する場合に比べて
約40%のコスト縮減を図った。

・一連の設計は、矢板傾倒時のメカニズムをFEM解析や再現計算で検証し、BIM/CIMを活用して
現場状況や支障移転状況を可視化するなどの対応を図ることにより、円滑に合意形成を図りながら進めた。

・本件で得た知見は、所定の剛性が期待できない老朽化した矢板構造物の補強などの場面で活用していきたい。

流向断面イメージ

鳥瞰イメージ



ご清聴ありがとうございました
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